
富士の古墳文化



　

静
岡
県
の
東
部
に
位
置
す
る
富
士
市
は
、
近
代
以
降
、
豊
富

な
富
士
山
の
湧
水
を
使
っ
た
製
紙
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た

工
業
都
市
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
地
が
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
ま
す
。

　

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
原
始
・
古
代
の
こ
ろ
か
ら
周
辺
の
集

団
・
文
化
と
の
活
発
な
交
流
が
あ
り
、
そ
の
痕
跡
は
、
富
士
市

内
に
数
多
く
の
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
市
内
に
は
国
指
定
史
跡
で
あ
る
浅
間
古
墳
を
は
じ
め
、

約
700
基
近
く
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
調
査
さ
れ
ず
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
住
宅
地
の
中
に
古
墳
が
現
存
す
る
風

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
富
士
山
南
麓
に
展
開
し
た
古
墳
文
化
を
ト
ピ
ッ

ク
ご
と
に
紹
介
し
、
当
時
の
原
風
景
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
作
成
に
際
し
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
機
関
・
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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墳丘の頂部に竪穴を掘り、石など

で壁を整え、木製や石製の棺を納

めて、上部をふさぎます。

一度ふさぐと開けられないので、

一度しか埋葬できません。

墳丘の側面に開口部がある石の部

屋をつくり、中に棺を置きます。

出入りができるので、複数回（人）

の埋葬が可能となります。

竪穴系（図は竪穴式石室）

横穴系（図は横穴式石室）
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富
士
市
内
に
は
前
方
後
円
墳
を

は
じ
め
、
前
方
後
方
墳
、
円
墳
が

見
ら
れ
、
双
方
中
方
墳
と
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
大

部
分
は
、
直
径
10
ｍ
前
後
の
円
墳

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
体
を
葬
る
埋
葬
施
設
に
は
「
竪
穴
系
」
と
「
横
穴
系
」
が

あ
り
、
富
士
市
域
の
「
横
穴
系
」
は
6
世
紀
後
半
か
ら
つ
く
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

古
墳
時
代
は
前
方
後
円
墳
な
ど
土
を
盛
り
上
げ
た
古
墳
（
墓
）

が
造
ら
れ
た
時
代
で
、
西
暦

250
年
こ
ろ
か
ら

600
年
こ
ろ
ま
で
続

き
、
前
期
・
中
期
・
後
期
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
の

中
心
は
近
畿
地
方
に
お
か
れ
、
そ
の
統
治
機
構
は
一
般
的
に

「

倭

わ
（
や
ま
と
）

王お
う
け
ん
」

権
」
や
「
大や

ま
と
ち
ょ
う
て
い

和
朝
廷
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
型
の
古
墳
を
造
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
が
権
威
の
象
徴
で

あ
り
、
日
本
列
島
各
地
に
次
々
と
前
方
後
円
墳
を
は
じ
め
と
し

た
古
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
墳
は
、
当
時
の
死
生
観
だ
け
で
な
く
政
治
や
社
会
、
技
術

な
ど
様
々
な
社
会
的
な
背
景
を
示
す
側
面
を
備
え
て
お
り
、
古

墳
や
副
葬
品
の
分
析
を
す
る
こ
と
は
当
時
の
社
会
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

古
墳
時
代
が
終
わ
り
、
飛
鳥
時
代
や
奈
良
時
代
に
は
、
日
本

列
島
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
強
い
影
響
を
受
け
、
中
央
集
権
的
な

国
家
体
制
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
前
段
階
の
古
墳
時
代
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
国
家

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
視
点
と
言
え
ま
す
。

古
墳
時
代
と
は

古
墳
の
形

古
墳
の
埋
葬
施
設
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現
在
の
静
岡
県
は
、
律
令
制
下
の
国
名
で
い
う
と
「
遠
江
国
」

と
「
駿
河
国
」
、
「
伊
豆
国
」
に
該
当
し
、
駿
河
国
富
士
郡
と
駿

河
郡
の
一
部
が
現
在
の
富
士
市
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
河
川

や
平
野
な
ど
地
理
的
要
因
や
古
墳
の
ま
と
ま
り
か
ら
、
東
駿
河

（
富
士
市
・
沼
津
市
な
ど
）
、
中
駿
河
（
静
岡
市
な
ど
）
、
西
駿
河
（
焼

津
市
・
藤
枝
市
な
ど
）
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
駿
河
で
一
番
最
初
に
造
ら
れ
た
古
墳
は
、
沼
津
市
の
高
尾

山
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
大
規
模
の
古
墳
は

富
士
市
増
川
に
あ
る
浅
間
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
で
す
。
古
墳

時
代
中
期
に
な
る
と
、
あ
ま
り
古
墳
が
造
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
古
墳
時
代
中
期
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら
後

期
に
か
け
て
富
士
山
南
麓
や
愛
鷹
山
南
麓
で
は
、
数
多
く
の
古

墳
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

静
岡
県
東
部
の
古
墳
編
年



3

　古墳時代の富士山南麓 ･ 愛鷹山南西麓は、ひとつの地域社会を形成しており、そ

のリーダーの墓である首長墓の変遷は、この地域が列島内でどのように位置づけら

れるかを知る上でもっとも重要な情報を提供してくれます。

　時期ごとに変化する政治的・社会的要因や自然災害に対応しながら、地域を主導

する地域リーダーの逞しい姿を追います。

第 1章

富士の首長墓

東坂古墳　棺内遺物出土状況
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東
駿
河
地
域
に
最
初
に
現
れ
る
首
長
墓
は
、
古
墳
時
代
前
期

前
葉
に
愛
鷹
山
南
麓
に
築
か
れ
た
、
墳
丘
長
62
ｍ
の
前
方
後
方

墳
、
高た

か
お
さ
ん

尾
山
古
墳
（
沼
津
市
東
熊
堂
）
で
す
。
続
く
古
墳
時
代

前
期
中
葉
に
は
、
海
寄
り
の
田
子
の
浦
砂
丘
上
に
前
方
後
円
墳

で
あ
る
神し

ん
め
い
づ
か

明
塚
古
墳
（
沼
津
市
松
長
）
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
築
か
れ
る
の
が
、
富
士
市
増
川
に
存
在
す
る
浅せ

ん
げ
ん間

古
墳

で
す
。
古
墳
時
代
前
期
後
葉
（
4
世
紀
中
葉
）
に
築
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
墳
丘
長
約
91
ｍ
を
測
る
大
型
の
前
方
後
方
墳
で

す
。
前
方
後
方
墳
と
し
て
は
静
岡
県
内
で
も
最
大
の
古
墳
で
あ

り
、
昭
和
32
年
7
月
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
埋
葬
施
設
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
の
表
面
が
葺ふ

き
い
し石
で
覆
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
を
治
め
る
者
の
墓
と
し
て
、
南
に
広
が
る
浮
島
ヶ

原
や
駿
河
湾
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
意
識
し
て
造
ら
れ
た
巨

大
な
首
長
墓
で
す
。

 
浅
間
古
墳

　

（
増
川
Ｉ-

第
1
号
墳
）

国指定史跡

増川
（ＭＡＰ１）

存在

90.8 ｍ
？

前期後葉
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浅間古墳　墳丘測量図（1:1000）

浅間古墳　全景（南から）
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東坂古墳　墳丘測量図（1：1000）東坂古墳　出土遺物
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浅
間
古
墳
に
続
く
首
長
墓
は
、
比
奈
の
丘
陵
先
端
に
築
か
れ

た
東

ひ
が
し
ざ
か坂

古
墳
で
す
。
浅
間
古
墳
が
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
直

後
の
昭
和
32
年
10
月
、
県
立
吉
原
工
業
高
等
学
校
建
設
工
事
の

際
に
発
見
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
見
当
時
、
す
で
に
墳
丘
は
耕
作
な
ど
に
よ
り
著
し
く
削
り

取
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
存
部
か
ら
、
墳
丘
長
約
60
ｍ
を
測

る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後

円
部
中
央
に
は
、
溶
岩
礫
を
敷
い
た
上
に
粘
土
を
敷
き
、
そ
こ

に
遺
体
を
納
め
た
木
棺
を
置
く
、
「
粘ね

ん
ど
し
ょ
う

土
床
」
と
呼
ば
れ
る
埋

葬
施
設
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遺

体

と

と

も

に

木

棺

に

納

め

ら

れ

た

副

葬

品

は
、

内な
い
こ
う
か
も
ん
き
ょ
う

行
花
文
鏡
1
面
、
四

し
じ
ゅ
う
き
ょ
う

獣
鏡
1
面
、
大た

ち刀
・
剣け

ん

4
振
、
勾ま

が
た
ま玉

3

個
、
管く

だ
た
ま玉

18
個
、
臼う

す
だ
ま玉

843
個
、
ガ
ラ
ス
小
玉
16
個
、
琴こ

と
じ
が
た

柱
形
石

製
品
3
個
、
石

い
し
く
し
ろ釧

1
個
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
副
葬
品
の
特
徴
か
ら
、

東
坂
古
墳
は
古
墳
時
代
前
期
末
に
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
44
年
8
月
に
富
士
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
東
坂
古
墳

　

（
比
奈
Ｇ-

第
1
号
墳
）

市指定文化財

比奈
（ＭＡＰ１）

消滅

60 ｍ
粘土床
前期末
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ふくべ塚　墳丘測量図（1:1000） ふくべ塚出土とされる乳文鏡

間門松沢 1号墳出土　鉄剣

間門松沢第 1号墳　全景

レントゲン写真で見える刀身に開いたふたつ

の孔が弥生時代の剣にもみられる特徴です。
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墳
丘
長
60
ｍ
の
前
方
後
円

墳
、
あ
る
い
は
径
30
ｍ
の
円

墳
と
考
え
ら
れ
る
、
船
津
地

区
で
最
大
級
の
古
墳
で
す
。

　

か
つ
て
、
小
銅
鏡
や
石
製

刀と

う

す子
な
ど
が
出
土
し
た
と
伝

わ
り
ま
す
が
、
実
態
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

間ま
か
ど
ま
つ
ざ
わ

門
松
沢
第
1
号
墳
は
、
新
東
名
高
速
道
路
建
設
に
伴
う
調

査
で
発
見
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
の
古
墳
で
す
。

　

溶
岩
を
削
り
出
し
て
造
っ
た
墳
丘
に
、
木
棺
を
納
め
た
「
木

棺
直じ

き
そ
う葬
」
の
埋
葬
施
設
が
3
基
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
鉄
剣
は
、
弥
生
時
代
の
剣
と
共
通
す
る
特
徴
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
の
立
地
や
形
が
こ
れ
ま
で
の
首

長
墓
と
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
た
な
集
団
に
よ
り
つ
く
ら

れ
た
古
墳
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。  

ふ
く
べ
塚

　

（
船
津
Ｌ-

第
８
号
墳
）

 
間
門
松
沢
第
1
号
墳

船津
（ＭＡＰ１）

存在

か

60 ｍか 30 ｍ

？
中期

間門
（ＭＡＰ１）

消滅

か

20 ～ 25 ｍ

木棺直葬
中期前半



天神塚古墳　墳丘盛土の土層

天神塚古墳　全景（南から）

天神塚古墳　墳丘測量図（1:800）
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天て
ん
じ
ん
づ
か

神
塚
古
墳
は
中
里
に
存
在
し
、
墳
丘
長
約
51
ｍ
の
前
方
後

円
墳
、
ま
た
は
径
約
32
ｍ
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

埋
葬
施
設
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
盛
土
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
3
世
紀
頃
か
ら
5
世
紀
末
と
い
う
長
期
間
に
わ

た
る
時
期
の
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
墳
丘
の
土
層

観
察
で
は
、
墳
丘
盛
土
の
下
に
、
5
世
紀
末
頃
の
富
士
山
噴
火

に
よ
り
富
士
市
域
に
降
っ
た
「
大
淵
ス
コ
リ
ア
」
と
い
う
火
山

灰
の
自
然
堆
積
層
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
神
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
前
に
は
こ
こ

に
人
々
が
生
活
す
る
集
落
が
あ
り
、
5
世
紀
末
の
富
士
山
噴
火

で
集
落
が
火
山
灰
に
覆
わ
れ
た
後
、
5
世
紀
末
か
ら
6
世
紀
前

葉
頃
に
、
周
囲
の
土
を
削
っ
て
天
神
塚
古
墳
が
築
か
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

天
神
塚
古
墳
の
北
西

450
ｍ
ほ
ど
に
か
つ
て
存
在
し
た
寺て

ら
や
し
き

屋
敷

古
墳
で
は
埴
輪
が
出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
天
神
塚
古
墳

に
続
く
、
古
墳
時
代
後
期
中
葉
の
首
長
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
天
神
塚
古
墳

　

（
中
里
Ｋ-

第
91
号
墳
）

中里
（ＭＡＰ１）

存在

か

51 ｍか 32 ｍ
？

 中期末～

  後期初頭



琴平古墳　全景（北西から）

琴平古墳　周溝堆積土層（北から）

琴平古墳　墳丘測量図（1:600）
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周溝の外側の立ち上がりが確認されました。

画面奥に墳丘の立ち上がり（裾）が見えます。
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琴こ
と
ひ
ら平

古
墳
は
須
津
川
の
西
岸
、
愛
鷹
山
麓
の
丘
陵
上
に
存
在

す
る
墳
丘
径
約
30
ｍ
の
円
墳
で
す
。
埋
葬
施
設
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
の
北
側
で
は
幅
8.5
ｍ
、
深
さ
75 

cm
の
周
溝

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
溝
内
に
溜
ま
っ
た
土
（
覆ふ

く

ど土
）
の

最
下
層
に
「
大
淵
ス
コ
リ
ア
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
埴
輪

が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
後
期
頃
に
つ
く
ら

れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

須
津
川
西
岸
に
は
約
70
基
の
古
墳
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
が

す
で
に
大
半
が
消
滅
し
て
い
ま

す
。
琴
平
古
墳
の
東
に
存
在
し
た

ア
ガ
リ
ッ
ト
古
墳
（
中
里
Ｋ-

第

78
号
墳
）
で
は
、
大
刀
3
振
や
馬

具
と
と
も
に
直
径
約
9 

cm
の
銅
鏡

（
乳

に
ゅ
う
も
ん
き
ょ
う

文
鏡
）
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
鏡
は
現
在
、
東
京
国
立
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
琴
平
古
墳

　

（
中
里
Ｋ-

第
2
号
墳
）

県指定史跡

中里
（ＭＡＰ１）

存在

29.5 ｍ
？

後期



山の神古墳　全景（南から）

山の神古墳　出土埴輪

山の神古墳　墳丘測量図（1:800）

1

2

3

1

2

3

0 20m1:800山の神古墳では、人物埴輪や馬形埴輪、円筒埴輪が見つかっ

ています。

富士市の伊勢塚古墳、沼津市の長塚古墳とともに、駿河で

初めて埴輪を取り入れた首長墓と考えられています。
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山や
ま

の
神か

み

古
墳
は
、
田
子
の
浦
砂
丘
上
に
存
在
す
る
6
世
紀
前

葉
か
ら
中
葉
頃
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
墳
丘
の
南
側
は
鉄
道
線

路
に
よ
り
削
ら
れ
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
円
部
径
約
21
ｍ
、

墳
丘
長
約
41
ｍ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
後
円
部
の
周
り
に
は
幅
約

7
ｍ
の
周
溝
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

埋
葬
施
設
は
未
確
認
で
す
が
、
墳
丘
に
は
葺
石
が
貼
ら
れ
、

周
辺
か
ら
は
埴
輪
の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

山
の
神
古
墳
か
ら

100
ｍ
ほ
ど
西

に
は
県
指
定
史
跡
で
あ
る
庚こ

う
し
ん
づ
か

申
塚

古
墳
が
存
在
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も

埋
葬
施
設
は
未
確
認
で
す
が
、
埴

輪
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

山
の
神
古
墳
よ
り
も
古
く
、
古
墳

時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉

（
5
世
紀
後
半
か
ら
6
世
紀
前
半
）

の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
山
の
神
古
墳

　

（
東
田
子
浦
砂
丘
Ｍ-

第
2
号
墳
）

市指定史跡

東柏原新田
（ＭＡＰ１）

存在

41.5 ｍ
？

後期
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　「竪穴系埋葬施設」に変わり、この地に新たに伝わった「横穴式石室」の登場は、

それまでの死生観を一変させ、古墳で行われる儀式や古墳の規模にも大きな変化を

もたらしました。また、それまで古墳に埋葬されることのなかった階層のひとびと

までも古墳に埋葬されることとなり、それまでよりも小さい古墳が密集して造られ

る時代を迎えます。

　「群集墳」時代の幕開けです。

第 2章

横穴式石室

群集する古墳（船津古墳群）



千人塚古墳

稲荷塚古墳
船津L-62
船津L-207
船津L-206

実円寺西第１号墳

千人塚古墳

稲荷塚古墳
船津L-62
船津L-207
船津L-206

実円寺西第１号墳

0 2km1:60,000

ＭＡＰ２　横穴式石室墳分布図
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千せ
ん
に
ん
づ
か

人
塚
古
墳
は
、
須
津
川
東
岸
に
存
在
す
る
横
穴
式
石
室
を

埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
で
す
。
7
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
に
築
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
式
石
室
は
、
全
長
約
11
ｍ
、
高
さ
2
ｍ
以
上
と
な
る
大

型
の
も
の
で
す
が
、
墳
丘
の
盛
土
は
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
失
わ

れ
て
お
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
た
周
溝

か
ら
、
径
約
20
ｍ
の
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
室
内
に
は
、
板
状
に
割
っ
た
石
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ

た
3
基
の
箱は

こ
が
た
せ
き
か
ん

形
石
棺
が
据
え
ら
れ
、
副
葬
さ
れ
た
武
具
や
馬
具
、

須
恵
器
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
出
入
口
が
あ
る
部
屋
の
よ

う
な
構
造
の
横
穴
式
石
室
は
最
初
の
一
度
（
初
葬
）
だ
け
で
な

く
複
数
回
の
埋
葬
（
追
葬
）
が
可
能
で
あ
り
、
千
人
塚
古
墳
で

も
少
な
く
と
も
3
人
が
埋
葬
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

須
津
川
の
東
岸
に
は
、
約
120
基
の
小
規
模
な
古
墳
が
密
集
し

て
い
た
と
み
ら
れ
、
千
人
塚
古
墳
は
そ
の
古
墳
群
を
つ
く
っ
た

集
団
の
リ
ー
ダ
ー
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

 
千
人
塚
古
墳

　

（
須
津
Ｊ-

第
10
号
墳
）

市指定史跡

神谷
（ＭＡＰ２）

存在

20 ｍ
横穴式石室
７Ｃ前～中



千人塚古墳　全景（南西から）

千人塚古墳　出土遺物 千人塚古墳　石棺

千人塚古墳　奥壁前から開口部を望む
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群集する横穴式石室墳

稲荷塚古墳　全景（南から）

この調査区内に 10 基の古墳が存在し、道路を挟んだ

茶畑でも 5 基の古墳が確認されています。

画面左奥が稲荷塚古墳です。
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愛
鷹
山
南
麓
を
流
れ
る
春
山
川
の
両
岸
に
は
、
約

200
基
の
古

墳
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
「
船ふ

な

つ津
古
墳
群
」
と
総
称

し
て
い
ま
す
。

　

丘
陵
上
や
丘
陵
斜
面
に
は
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期

に
首
長
墓
が
築
か
れ
、
そ
れ
よ
り
低
位
置
の
河
岸
段
丘
上
に
は
、

後
期
以
降
の
横
穴
式
石
室
墳
が
群
集
し
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

稲い
な
り
づ
か

荷
塚
古
墳
は
、
春
山
川
東
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
ま

す
。
墳
丘
盛
土
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
長
6
ｍ
、

高
さ
1.2
ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
現
存
し
、
墳
丘
径
約
9
ｍ
の
円
墳

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
昭
和
51
年
7
月
に
富
士
市
の
指

定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

稲
荷
塚
古
墳
の
近
く
で

は
6
世
紀
末
か
ら
8
世
紀

に
か
け
て
築
か
れ
た
15
基

の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
室
は

全
長
6
ｍ
か
ら
2
ｍ
以
下

ま
で
規
模
に
差
が
あ
り
、

つ
く
ら
れ
た
時
期
が
新
し

く
な
る
に
つ
れ
て
、
石
室

が
小
さ
く
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

 

稲
荷
塚
古
墳

　

（
船
津
Ｌ-

第
73
号
墳
）

 
船
津
古
墳
群

市指定史跡

船津
（ＭＡＰ２）

存在

9 ｍ
横穴式石室

後期



船津 L- 第 206 号墳出土の須恵器

船津 L- 第 62 号墳　出土遺物

出土玉類
中央にある、ひとまわり大きな

白い線の入った青い玉が

「線状貼付ガラス玉」です。
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稲
荷
塚
古
墳
の
北
東
55
ｍ
ほ
ど
に
位
置
し
、
墳
丘
は
ほ
ぼ
失

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
長
約
6
ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
良
好
に

残
っ
て
お
り
、
径
12
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
室
内
か
ら
武
具
や
馬
具
、
工
具
、
装
身
具
と
い
っ
た
豊
富

な
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
か
ら
、
7
世

紀
中
葉
に
築
か
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

発
見
・
調
査
が
部
分
的
な
た

め
、
石
室
の
全
体
像
は
不
明
で

す
が
、
副
葬
さ
れ
た
大
刀
や

鉄て
つ
ぞ
く鏃
、
耳じ

か

ん環
、
須す

え

き

恵
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
6
世
紀
末
か
ら
7

世
紀
初
頭
に
つ
く
ら
れ
た
古
墳

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

石
室
の
床
面
か
ら
、
線

せ
ん
じ
ょ
う状

貼は

り

つ

け付

ガ

ラ

ス

玉

と

メ

ノ

ウ

製
勾ま

が
た
ま玉
、
水
晶
製
切き

り

こ

だ

ま

子
玉
、

碧へ
き
ぎ
ょ
く
せ
い
く
だ
た
ま

玉
製
管
玉
、
蛇じ

ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩
製
小
玉
、

ガ
ラ
ス
製
丸
玉
・
小
玉
、
総
数

41
点
が
出
土
し
ま
し
た
。

船
津
Ｌ-

第
62
号
墳

船
津
Ｌ-

第
206
号
墳

船
津
Ｌ-

第
207
号
墳

船津
（ＭＡＰ２）

消滅

約 12 ｍ？
横穴式石室
７Ｃ中葉

船津
（ＭＡＰ２）

消滅

7 ｍ？
横穴式石室

７Ｃ

船津
（ＭＡＰ２）

一部存在

？
横穴式石室
６Ｃ末～７Ｃ初

？



実円寺西第 1号墳　墳丘全景（南から）
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三
ツ
沢
に
存
在
す
る
実じ

つ
え
ん
じ
に
し

円
寺
西
第
1
号
墳
は
、
横
穴
式
石
室

を
埋
葬
施
設
と
す
る
墳
丘
径

17.5
ｍ
の
円
墳
で
す
。
昭
和
61
年
に

古
墳
保
存
の
た
め
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
は
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
式
石
室
は
全
長
約
11
ｍ
、
高
さ
2.5
ｍ
を
測
る
大
型
の
も

の
で
す
。
床
の
敷
石
が
3
面
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
2
回
の
追
葬
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
に
床
を
新
し
く
整

え
た
よ
う
で
す
。
現
在
石
室
内
に
残
る
床
に
は
、
板
状
に
割
っ

た
石
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
て
い
た
箱
形
石
棺
を
解

体
し
て
使
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

盗
掘
に
あ
っ
て
お
り
、
数
点
の
土
器
片
と
鉄
鏃
の
ほ
か
、
副

葬
品
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
室
の
規
模

か
ら
す
る
と
地
域
の
有
力
者
の
墳
墓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

本
来
は
豊
富
な
品
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま

す
。
土
器
は
7
世
紀
中
頃
の
も
の
で
、
古
墳
が
築
か
れ
た
の
は

そ
れ
よ
り
前
の
7
世
紀
前
半
と
み
ら
れ
ま
す
。

 
実
円
寺
西
第
1
号
墳

　

（
一
色
Ｄ-

第
34
号
墳
）

市指定史跡

三ツ沢
（ＭＡＰ２）

存在

17.5 ｍ
横穴式石室
７Ｃ前半



0 4m1:160

0 20m1:500

実円寺西第 1号墳　石室展開図（160 分の 1）

実円寺西第 1号墳　墳丘測量図（1:500）実円寺西第 1号墳　石室内部
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谷津原 1号墳出土

　　　単龍環頭大刀柄頭

妙見古墳群

谷津原古墳群

室野坂古墳群

山王古墳群

妙見古墳群

谷津原古墳群

室野坂古墳群

山王古墳群

小山古墳群小山古墳群

（小山丸山古墳）（小山丸山古墳）

四十九古墳群

小池丸山古墳

四十九古墳群

小池丸山古墳

0 2km1:60,000

ＭＡＰ３　富士川西岸の古墳群分布図
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富
士
川
西
岸
域
の
古
墳
は
、
岩
淵
地
区
と
中
之
郷
地
区
の
大

き
く
2
か
所
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
岩
淵
の
小
山

丸
山
古
墳
と
中
之
郷
の
小
池
丸
山
古
墳
が
、
未
調
査
で
は
あ
り

ま
す
が
、
古
墳
時
代
中
期
以
前
の
古
墳
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
室む

ろ
の
ざ
か

野
坂
・
谷や

つ

は

ら

津
原
・
妙

み
ょ
う
け
ん
見
・
山さ

ん
の
う王
の

各
古
墳
群
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
の
比
較
的
小
規

模
な
横
穴
式
石
室
墳
が
密
集
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
津
原
古
墳
群
は
、
東
名
高
速
道
路
富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
北
西
の
丘
陵
上
に
位
置
し
ま
す
。
50
ｍ

×
150
ｍ
ほ
ど
の
範

囲
に
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
17
基
の
古
墳
が
密
集

し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
墳
群
発
見
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
谷
津
原
1
号
墳
で

は
、
石
室
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
す
が
、
金こ

ん
ど
う
そ
う

銅
装
単

た
ん
り
ゅ
う
か
ん
と
う

龍
環
頭

大た
ち
つ
か
が
し
ら

刀
柄
頭
や
大
刀
2
振
、
銅

ど
う
く
し
ろ

釧
（
腕
輪
）
1
組
な
ど
が
出
土
し
、

谷
津
原
古
墳
群
の
中
で
最
も
古
い
6
世
紀
後
半
の
古
墳
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
津
原
古
墳
群
は
6
世
紀
後
半
か
ら
8
世
紀
代
に
か
け
て
築

か
れ
ま
す
が
、

時
期
が
新
し
く

な
る
に
つ
れ
て

石
室
が
小
型
化

し
て
い
く
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

 

谷
津
原
古
墳
群

 
富
士
川
西
岸
の
古
墳
群

岩淵
（ＭＡＰ３）

6 ～ 17 ｍ
横穴式石室
６Ｃ後～８Ｃ前



妙見 I2 号墳・I14 号墳出土

　　　　　　須恵器有蓋短頸壺

室野坂古墳群から富士山を望む

19

　

室
野
坂
古
墳
と
同
じ
山
稜
上
、
谷
を
挟
ん
だ
南
側
に
位
置
す

る
妙
見
古
墳
群
で
は
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
8
世
紀
代
の
古
墳

32
基
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
室
規
模
は
小
さ
く
、
石
室
長

4
ｍ
以
下
か
ら
1.5
ｍ
ほ
ど
で
、
5
ｍ
ほ
ど
の
間
隔
で
密
集
し
て

築
か
れ
て
い
ま
す
。
最
大
規
模
の
石
室
を
も
つ
F1
号
墳
に
は
組

合
式
箱
形
石
棺
が
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
石
室
内
か
ら
は

方ほ
う
と
う頭
大
刀
の
柄え

が
し
ら頭
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
I2
号
墳
、
I14
号
墳
か
ら
は
骨
壺
の
よ
う
な
蓋
つ
き

の
須
恵
器
壺
（
有ゆ

う
が
い蓋

短た
ん
け
い
こ

頸
壺
）
が
出
土
し
て

お
り
、
火
葬
と
い
う
新

し
い
埋
葬
方
法
を
取
り

入
れ
た
、
奈
良
時
代
の

役
人
層
の
墳
墓
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

谷
津
原
古
墳
群
の
西
の
山
稜
斜
面
上
に
位
置
し
、
横
穴
式
石

室
を
も
つ
古
墳
30
基
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
長
5
ｍ
を
超

え
る
大
型
の
石
室
を
も
つ
3
基
の
古
墳
と
、
そ
れ
を
取
り
囲
む

よ
う
に
規
模
の
小
さ
な
石
室
を
も
つ
古
墳
が
築
か
れ
て
い
ま

す
。
大
型
石
室
の
古
墳
で
は
周
溝
や
外が

い
ご
れ
っ
せ
き

護
列
石
な
ど
が
確
認
さ

れ
、
馬
具
や
銀
象ぞ

う
が
ん嵌

の
施

さ
れ
た
刀と

う
そ
う
ぐ

装
具
も
出
土
し

て
い
ま
す
。

　

墓
前
で
の
祭
祀
に
使
わ

れ
た
と
み
ら
れ
る
8
世
紀

前
半
の
土
器
が
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
と
、
石
室
の

構
造
な
ど
か
ら
、
7
世
紀

後
半
か
ら
8
世
紀
代
に
築

か
れ
た
古
墳
群
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

妙
見
古
墳
群

 
室
野
坂
古
墳
群

岩淵
（ＭＡＰ３）

？
横穴式石室
７Ｃ後～８Ｃ

岩淵
（ＭＡＰ３）

？
横穴式石室

８Ｃ

？

？



金銅装圭頭大刀刀装具

銀装圭頭大刀柄頭

中里大久保古墳出土　　

花川戸第 4号墳出土

下白沢古墳出土　内行花文鏡

大坂上古墳出土

方頭大刀・鉄鏃・須恵器

平成 23 年の試掘調査で新たに発見された古

墳の石室から姿を現した、大刀の柄頭。石室

は現地に保存されており、それ以上の調査は

されていません。圭頭大刀の製作年代は限ら

れており、特徴から 6 世紀末から 7 世紀初頭

の製作と考えられます。

昭和 46 年に発見された出土遺物の一部。刀装具が

金銅装で作られている。7 世紀初頭の製作と考えら

れています。

古墳時代後期の横穴式石室と考えられる古墳から

出土した直径 12cm の鏡。製作自体は古墳時代前

期中葉と考えられ、富士市内でもっとも古い鏡か。

近畿地方で作られたものと考えられますが、なぜ古

い鏡が横穴式石室から出土するのかは、未だ明らか

ではありません。

7 世紀末から 8 世紀初頭の方頭大刀が特徴。

飛鳥の官営工房で製作されたものと考えられ、

奈良時代直前の古墳と考えられます。

20

古墳に副葬された宝物

下白沢古墳
　（富士岡Ｆ - 第 48 号墳）

大坂上古墳
　（比奈Ｇ - 第 28 号墳）

花川戸第 4 号墳
中里大久保古墳

　（中里Ｋ - 第 95 号墳）



21

　河川の氾濫など水害により人々が居住するには適していなかったエリアが、新た

なリーダーの出現により居住域として開発される。その背景には倭王権の影響力に

より先進地域から新たな知識が導入された結果などの要因が考えられる。

　その後、この地には代々多くの古墳が造られ、特殊な副葬品も出土する。リーダー

が導入した鉄生産をはじめとした手工業生産技術は、この地の発展を決定付けたと

も言え、その主導者の墓がここにある。

第 3章

地域開発のあゆみ

伊勢塚古墳を南から望む



ＭＡＰ４　伝法古墳群分布図

0 1km1:40,000

東平遺跡東平遺跡

三日市廃寺跡三日市廃寺跡

伊勢塚古墳

国久保古墳

横沢古墳

東平第1号墳

西平第1号墳

中原第4号墳

一色D-第35号墳

伊勢塚古墳

国久保古墳

横沢古墳

東平第1号墳

西平第1号墳

中原第4号墳

一色D-第35号墳

実円寺西第１号墳実円寺西第１号墳
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伊勢塚古墳出土　埴輪・人形

伊勢塚古墳　墳丘測量図（1:1000）

伊勢塚古墳　出土坏（1:5）

伊勢塚古墳　出土埴輪（1:10）

2
2

.0

2
1

.0
2

0
.0

1
9

.0

18.0

1
7

.0
1

6
.0

2
2

.0

2
1

.0
2

0
.0

1
9

.0

18.0

1
7

.0
1

6
.0

0 30m1:1000

中央手前が、土製人形の破片です。

須恵器の蓋を模倣した土師器の坏です。

この土器から築造時期を判断しています。
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伝
法
に
存
在
す
る
伊い

せ

づ

か

勢
塚
古
墳
は
、
墳
丘
径
54
ｍ
を
測
り
、

墳
丘
の
中
腹
に
平
坦
面
（
段
）
を
も
つ
「
二
段
築
成
」
の
円
墳

で
す
。
墳
丘
に
は
葺
石
が
貼
ら
れ
、
幅
7
〜
8
ｍ
の
周
溝
が
め

ぐ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

埋
葬
施
設
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
円
筒
埴
輪
の
破
片

や
、
巫
女
の
姿
と
思
わ
れ
る
土
製
の
人
形
、
土
器
片
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
か
ら
古
墳
時
代
後
期
初
頭

（
6
世
紀
初
頭
）
に
築
か
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

伊
勢
塚
古
墳
が
立
地
す

る
潤
井
川
東
岸
地
域
で

は
、
伊
勢
塚
古
墳
よ
り
以

前
に
築
か
れ
た
古
墳
は
な

く
、
こ
の
地
域
に
新
た
に

現
れ
開
発
を
お
こ
な
っ
た

集
団
の
最
初
の
首
長
墓
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
伊
勢
塚
古
墳

　

（
伝
法
Ａ-

第
1
号
墳
）

県指定史跡

伝法
（ＭＡＰ４）

存在

54 ｍ
？

後期初頭



中原第 4号墳　平面図（1:300） 中原第 4号墳　検出全景（南から）
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0 10m1:300
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伊
勢
塚
古
墳
か
ら
北
に
1.5 

km
ほ
ど
上
っ
た
伝
法
沢
川
東
岸
に

存
在
し
た
中な

か
は
ら原

第
4
号
墳
は
、
6
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
横
穴

式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
径
11
ｍ
の
円
墳
で
す
。

　

石
室
が
良
好
に
残
り
、
盗
掘
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、

埋
葬
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

横
穴
系
の
埋
葬
施
設
は
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
も

の
で
、
中
原
第
4
号
墳
は
東
駿
河
地
域
で
最
も
早
く
横
穴
式
石

室
を
取
り
入
れ
た
古
墳
で
す
。
石
室
は
地
面
を
長
方
形
に
掘
り

下
げ
た
穴
（
墓ぼ

こ

う坑
）
の
中
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
石
室
入

口
よ
り
床
が
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
入
口
に
段
を
設

け
、
石
室
の
床
を
外
よ
り
も
低
く
つ
く
る
「
段
構
造
」
は
、
東

駿
河
地
域
の
横
穴
式
石
室
に
特
徴
的
な
構
造
で
す
。
地
下
に
つ

く
ら
れ
る
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
埋
葬
施
設
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
渡
来
系
の
人
々
と
の
関
わ
り
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

残
さ
れ
て
い
た
副
葬
品
は
、
装
身
具
（
玉
類
）
、
武
具
（
大
刀
・

剣
・
鉄
鏃
）
、
農
工
具
（
鎌
・
斧
・

鉇
や
り
が
ん
な・

鑿の
み

な
ど
）
、
鍛
冶
具
・

生
産
用
具
（
鉄か

な
は
し鉗

・
鑷じ

ょ
う
し子

・

針
）
、
馬
具
（
轡

く
つ
わ・

鐙
あ
ぶ
み

な
ど
）・

土
器
と
、
総
数

661
点
を
数
え
、

多
種
多
量
の
副
葬
品
か
ら

も
、
葬
ら
れ
た
人
の
姿
が
見

え
て
き
ま
す
。
注
目
さ
れ
る

の
は
農
工
具
や
鍛
冶
具
・
生

産
用
具
が
多
数
副
葬
さ
れ
て

い
る
点
で
、
鉄
器
の
生
産
・

加
工
を
含
む
手
工

業
技
術
を
も
つ
集

団
の
統
括
者
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
武
具

や
馬
具
か
ら
は
畿

内
の
倭
王
権
と
の

軍
事
的
な
結
び
つ

き
も
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

中
原
第
4
号
墳

市指定文化財

伝法
（ＭＡＰ４）

消滅

11 ｍ
横穴式石室
６Ｃ後半



中原第 4号墳　石室（南から）

遺物の出土状況（中央から奥壁側）

遺物の出土状況（中央から開口部側）

中原第 4号墳　出土遺物出土した玉類

出土した生産用具
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中
原
第
4
号
墳
の
出
土
品
は
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
の
姿
と

そ
こ
か
ら
見
え
る
当
時
の
富
士
市
域
の
姿
を
現
代
に
伝
え
る
貴

重
な
資
料
と
し
て
、
富
士
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。



0 10m1:300

横沢古墳　発見当時の様子

横沢古墳出土　金銅製鈴

横沢古墳　墳丘測量図（1:300）
形も大きさも揃った 5 つの鈴が

まとまって出土しました。
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横よ
こ
ざ
わ沢
古
墳
は
、
中
原
第
4
号
墳
か
ら
北
東
に
約

600
ｍ
、
伝
法

沢
川
西
岸
の
丘
陵
先
端
部
に
築
か
れ
た
直
径
16
ｍ
の
円
墳
で

す
。
昭
和
53
年
、
西
富
士
道
路
の
建
設
工
事
に
先
だ
っ
て
発
見

さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

墳
丘
に
は
葺
石
が
貼
ら
れ
、
幅
1
ｍ
ほ
ど
の
周
溝
が
め
ぐ
り

ま
す
。
埋
葬
施
設
は
全
長
8.5
ｍ
、
幅
2
ｍ
の
横
穴
式
石
室
で
、

3
面
の
床
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
分
的
に
崩
れ
た
墳

丘
と
石
室
を
修
復
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

石
室
内
か
ら
は
、
須
恵
器
の
坏
と
蓋
の
セ
ッ
ト
6
組
と
高た

か
つ
き坏
・

提て
い
へ
い瓶

・
�

は
そ
う

な
ど
の
土
器
、
大
刀
や
鉄
鏃
な
ど
の
武
具
、
轡
な
ど

の
馬
具
と
と
も
に
、
金
銅
製
の
鈴
が
5
点
出
土
し
ま
し
た
。

　

横
沢
古
墳
は
、
石
室
の
規
模
や
副
葬
品
の
内
容
か
ら
、
6
世

紀
末
か
ら
7
世
紀
初
頭
に
築
か
れ
た
古
墳
と
み
ら
れ
、
中
原
第

4
号
墳
に
続
く
有
力
者
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
広
見
公
園
内
に
移
築
さ
れ
、
築
造
当
時
の
姿
が
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
沢
古
墳

大淵
（ＭＡＰ４）

消滅

16 ｍ
横穴式石室
６Ｃ末～７Ｃ初



国久保古墳　石室全景

遺物出土状況（左 : 耳環・刀装具、右 : 玉類）

国久保古墳　出土遺物

雁木玉 鉄鐸
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国く

に

く

ぼ

久
保
古
墳
は
、
平
成
13
年
に
国
久
保
の
住
宅
地
で
新
た
に

発
見
さ
れ
た
7
世
紀
初
頭
の
横
穴
式
石
室
で
す
。
墳
丘
は
失
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
時
に
周
溝
が
確
認
さ
れ
、
径
8
ｍ
ほ

ど
の
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
見
時
の
ま
ま
現
地
に
保
存
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
石
室

を
解
体
す
る
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
床
面
か
ら
、
大

刀
の
鍔つ

ば

や
、
50
点
以
上
の
鉄
鏃
、
馬
具
の
轡
、
鉄て

つ
た
く鐸
・
耳
環
・

雁が
ん
ぎ
だ
ま

木
玉
を
含
む
玉
類
と
い
っ
た
装
身
具
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

鉄
鐸
は
扇
形
の
鉄
板
を
高
さ
約
5 

cm
の
円
錐
形
に
巻
い
た
も

の
で
、
本
来
は
内
部
に
舌
が
つ
き
、
鈴
の
よ
う
に
鳴
る
も
の
で

す
。
鉄
器
生
産
技
術
を
も
つ
渡
来
系
の
人
々
（
朝
鮮
半
島
か
ら

技
術
や
知
識
を
も
っ
て
日
本
に
来
た
人
達
と
そ
の
一
族
）
に
関

わ
る
品
物
と
さ
れ
ま
す
。

　

雁
木
玉
は
、
赤
・
黄
・
緑
・
白
の
4
色
で
縞
模
様
を
つ
く
っ

た
直
径
1 

cm
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
製
の
玉
で
す
。
国
内
産
で
は
な

く
、
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

国
久
保
古
墳

国久保
（ＭＡＰ４）

存在

8 ｍ？
横穴式石室
７Ｃ初頭



東平第 1号墳　石室全景（南東から）

25.50m
25.50m

25.70m

25.70m

25.60m25.60m

25.6
0m

25.6
0m

25.30m25.30m

25.40m

25.40m

25.50m
25.50m

5.60m
5.60m

25.3
0m

25.3
0m

25.40m
25.40m

0 10m1:300

東平第 1号墳　平面図（1:300）

3 回目（最後）の床面の様子です。

手前（前室）と奥（後室）を区切るために、中央

に仕切石を据えています。後室には丁字形利器と

大刀 3 振がまとめて置かれ、前室の壁際には馬

具（壺鐙・轡）が置かれています。
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東
ひ
が
し
だ
い
ら平
第
1
号
墳
は
、
伊
勢
塚
古
墳
の
北
東

600
ｍ
に
位
置
す

る
7
世
紀
中
頃
に
築
か
れ
た
古
墳
で
す
。
段
構
造
を
も
つ
横
穴

式
石
室
と
円
形
に
め
ぐ
る
周
溝
が
残
存
し
て
お
り
、
径
約
13
ｍ

の
円
墳
で
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
室
は
床
石
を
敷
き
直
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
3
回

埋
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
石
室
内
に
は
、

「
丁て

い

じ

が

た

り

き

字
形
利
器
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
形
の
鉄
器
と
大
刀
3
振
、

鉄
鏃
や
弓
の
金
具
な
ど
の
武
具
、
轡
や
鐙
な
ど
の
馬
具
、
工
具

や
土
器
片
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
丁
字
形
利
器
」
は
、
全
国
で
も
4
例
し
か
確
認
さ
れ
て
い

な
い
珍
し
い
出
土
品
で
す
。
「
Ｔ
」
形
の
板
状
の
鉄
器
で
、「
Ｔ
」

の
横
棒
の
両
端
に
刃
が
つ
き
、
縦
棒
の
先
に
握
る
た
め
の
柄
を

つ
け
る
茎
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
殊
な
形
は
、
朝
鮮
半
島
に
み

ら
れ
る
「
�ほ

ぞ
あ
な
て
っ
ぷ

穴
鉄
斧
」
を
装
着
し
た
武
器
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
り
が
華
奢
な
た
め
、
実
用

的
な
武
器
で
は
な
く
、
武
器
の
形
を
し
た
儀
礼
用
の
道
具
（
儀

東
平
第
1
号
墳

伝法
（ＭＡＰ４）

消滅

13.5 ｍ
横穴式石室
７Ｃ中頃



東平第 1号墳　出土遺物

←東平第 1号墳　丁字形利器

↑東平第 1号墳　丁字形利器と大刀の出土の様子
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器
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

武
具
や
馬
具
な
ど
、
副
葬
品
の
多
く
は
、
東
平
第
1
号
墳
の

初
葬
者
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
床
石
を
敷
き

直
し
て
行
わ
れ
た
最
後
の
埋
葬
の
際
に
も
、
丁
字
形
利
器
と
大

刀
3
振
を
引
き
継
い
で
丁
寧
に
副
葬
し
直
し
て
い
る
様
子
が
み

ら
れ
ま
す
。
初
葬
者
と
追
葬
者
の
関
係
性
と
初
葬
者
へ
の
強
い

意
識
が
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
平
第
1
号
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
、
中
原
第
4
号
墳
や

国
久
保
古
墳
と
同
様
に
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
関
わ
り
を
も
ち
、

軍
事
や
手
工
業
生
産

を
行
う
集
団
の
統
率

者
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
世
紀
に

は
律
令
制
下
で
の
富

士
郡
の
中
心
地
（
富

士
郡ぐ

う

け家
）
と
な
る
重

要
な
地
に
そ
の
墳
墓

が
築
か
れ
る
と
い
う

点
か
ら
も
、
地
域
の

最
有
力
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。



西平第 1号墳　出土遺物

一色D- 第 35 号墳　出土遺物

一色D- 第 35 号墳　石室全景

鉸具はなく、鉈尾 1 点、巡方 4 点、丸鞆 4 点が出土

しました。（奥のベルトは復元品です）
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西
に
し
だ
い
ら平
第
1
号
墳
は
、
伊
勢
塚
古
墳
の
北
、
伝
法
沢
川
西
岸
に

つ
く
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
8
世
紀
前
葉
の

古
墳
で
す
。
墳
丘
な
ど
は
す
で
に
失
わ
れ
、
石
室
の
中
央
付
近

を
部
分
的
に
調
査
し
た
だ
け
で
す
が
、
方
頭
柄
頭
の
大
刀
と

蕨わ
ら
び
て手
刀
、
銅
製
腰よ

う
た
い
ぐ

帯
具
な
ど
の
副
葬
品
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
に
葬
ら
れ
る
有
力
者
層
が
律
令
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
副
葬
品
で
す
。

　

現
在
、
青
葉
台
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
建
つ
場
所
に
存
在

し
た
一い

っ
し
き色

Ｄ-

第
35
号
墳
は
、
横
穴
式
石
室
に
組
合
式
箱
形
石

棺
を
納
め
た
8
世
紀
初
頭
の
古
墳
で
す
。
墳
丘
や
周
溝
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
室
内
か
ら
腰
帯
具
の
鉈
尾
や
、
方

頭
大
刀
の
鞘
尻
に
つ
く
金
具
、
銀
製
の
装
具
が
つ
く
刀と

う

す子
（
木

を
削
る
小
刀
）
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
方
頭
大
刀
は
王

権
の
あ
っ
た
飛
鳥
の
工
房
で
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

出
土
品
か
ら
、
一
色
Ｄ-

第
35
号
墳
に
葬
ら
れ
た
人
は
、
こ

の
地
域
の
官
人
（
役
人
）
層
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

一
色
Ｄ-

第
35
号
墳

 
西
平
第
1
号
墳

　

（
伝
法
Ａ-

第
35
号
墳
）

伝法
（ＭＡＰ４）

一部存在

？
横穴式石室
８Ｃ前葉

一色
（ＭＡＰ４）

消滅

？
横穴式石室
８Ｃ初頭

？

？
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国久保遺跡
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三日市廃寺跡
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国久保遺跡

滝下遺跡

三日市廃寺跡

瓦が多く

　出土するエリア

A

伊勢塚古墳伊勢塚古墳

西平 1 号墳西平 1 号墳

東平 1 号墳東平 1 号墳
国久保古墳国久保古墳
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��

��

��1 ～ 5 点出土

6 ～ 10 点出土

奈良時代墳丘長 20ｍ以下

墳丘長 50ｍ以上
平安時代

1 ～ 5 点出土

�� 6 ～ 20 点出土

90 点以上出土

墨書・刻書土器古墳 腰帯具

0 500m1:16,000

東平遺跡で出土した 8世紀前半の瓦

ＭＡＰ５　郡家に関わる遺物の分布状況

「布自」銘

　　　墨書土器
東平遺跡で出土した

須恵器の坏です。

底 部 外 面 に「 布 自 」

と墨書があります。

「布自」は「フジ」と

読み、「富士郡」また

は「富士氏」を表す

ものとみられます。

31

　

8
世
紀
初
め
に
整
え
ら
れ
た
律
令
制
の
も
と
、
赤
淵
川
よ
り

西
の
富
士
市
域
は
「
駿す

る
が
の
く
に

河
国
富ふ

じ士
郡ぐ

ん

」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

郡
に
関
わ
る
役
所
や
倉
な
ど
の
公
共
的
施
設
の
集
ま
り
を

「
郡ぐ

う

け家
」
と
呼
び
ま
す
。
伝
法
地
区
に
広
が
る
東
平
遺
跡
で
は
、

庇ひ
さ
しの
あ
る
大
き
な
建
物
や
倉
庫
と
み
ら
れ
る
建
物
群
、
寺
院
の

瓦
や
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
な
ど
が
多
く
出
土
し
、
こ
こ
に
富

士
郡
郡
家
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
平
遺
跡
（
郡
家
）
に
つ
い
て



ＭＡＰ４

ＭＡＰ２

古墳分布地図



ＭＡＰ３

ＭＡＰ５

富士市の古墳
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